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地域活動支援センター「愛仙」 

　旧町村で平成１４年度に策定した計画、現在の取り
組みを見直し、障害と障害のある人を取り巻く様々な課
題に具体的に取り組むための計画です。 
　仙北市総合計画の健康福祉部門に位置づけ、その
部門目標である、「すべての命を慈しむ健康福祉のまち」
をめざし、障害者を支える施策・事業を総合的に推進し
ていきます。 
　障害のある人を対象にしたアンケートとサービス事業
者の調査の結果、関係団体の意見、仙北市障害者計
画等策定委員会での協議を通じて、市民の皆様の意
見を反映できるように努めて策定しました。 
（「アンケート調査の結果」をご参照ください） 

　平成１９～２３年度。 
　平成２０年度に見直します。 

暮らす人、訪れる人 

ともにいきいきとすごせる 

まちを目指して 
 
　仙北市に暮らす障害のあ
る人、お年寄りや社会的にハ
ンディキャップのある人も、仙
北市を訪れる人も、ともにいき
いきとすごし、ふれあいのある
まちをめざして、計画の理念と
しました。 

●地域で共に暮らすこと。 
●障害を身近な問題ととらえ、
　考えたり、わかりあうように
　すること。 
●障害の種類や程度、年齢
　等による特性に配慮するこ
　と。 
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　仙北市障害者計画・障害福祉計画の策定にあたり、障害者福祉に関するアンケート調査を平成18年11月から12月に 

実施しました。 
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［身体障害者］ 
1位：経済的負担の軽減（43.4％） 

2位：生活を支援する福祉サービスの充実（31.5％） 

3位：障害者理解のための啓発・教育（21.3％） 

4位：介助者への支援（16.6％） 

5位：移動支援、移動手段の拡充（13.8％） 

［精神障害者（重複含む）］ 
1位：経済的負担の軽減（44.0％） 

2位：生活を支援する福祉サービスの充実（37.6％） 

3位：障害者理解のための啓発・教育（32.9％） 

4位：相談体制、情報提供の充実（25.9％） 

5位：雇用、就業の場の確保（14.1％） 

［知的障害者（重複含む）］ 
1位：経済的負担の軽減（41.0％） 

2位：障害者理解のための啓発・教育（38.8％） 

3位：生活を支援する福祉サービスの充実（36.1％） 

4位：相談体制、情報提供の充実（21.7％） 

4位：雇用、就業の場の確保（21.7％） 


